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　あっという間に桜が咲いて散っていきます。散り
際のよさ、これが桜です。

　3 月 29 日は、メイシアターで吹田西 RC25 周年、
吹田江坂 RC15 周年の周年事業として 300 万円を吹
田市に寄贈し、その成果物である可動式パネルの贈
呈式が行われました。25 周年というと十数年前、
随分と古い話になるのですが、寄贈の使途がはっき
りとしていませんでした。このため、瀧川パスト会
長を始めとした方々が吹田市に働きかけてくださ
り、当日の寄贈式にいたりました。
　寄贈式には、当クラブからは、瀧川パスト会長、
小川パスト会長、25 周年の会長である小林パスト
会長、佐藤理事、木下理事、そして私が参加しました。
　本日は、お客様としてケニア、ナイロビテンサタ
ン RCからニック・ボレ様、千里 RCより小谷澄信様、
どうぞ例会をお楽しみください。そして米山奨学生、
ナミさん、後ほど奨学金をお渡しさせていただきま
す。
それでは、散り行く美しい桜をイメージして、上を
向いてください。
「ロータリーは楽しい、ロータリーは楽しい、ロー
タリーは楽しい。」ありがとうございました。
　

前回内容

　　

花

心に残る言葉、箴言、格言

花に嵐のたとえもあるぞ
さよならだけが人生だ

井伏鱒二

しんげん

卓話
   大阪のホテル事情について
　　　　　　　　　　　　　　　水谷会員

いぶせ ますじ

  

母子の健康月間

(実際には国際ロータリー公式為替レートで計算されますが、$1=¥100で換算すると)20万円の予算で430万円の事
業が出来ます。DDFは2660地区の年間予算として約100,000ドル準備されており、20,000ドル/1クラブの計算がさ
れています。先ずMy RotaryのWebサイトから申請された各クラブからのGGは、ガバナー及び地区財団委員長の承
認によりDDFの金額が決定され、その後WFからクラブ拠出額の50%とDDF拠出額の100%が拠出され補助金が決
定されます。
補助金を増額したい場合、提唱クラブを代表提唱クラブとし、共同提唱クラブを見つけて拠出金(約1/4)を出しても
らうことで、共同提唱の最大5,000ドルのDDFを受けることができます。上記の例で計算する

約100万円の増額が出来ることになります。
尚、共同提唱クラブは2クラブでも3クラブでも良いとのことですが、地区DDF予算が枯渇してしまうと実現出来ませ
んのであらかじめ地区財団委員会にお問い合わせ下さいとのことでした。

実際の申請にはかなり繊細な報告が必要で、現在重要事項とされているのは「継続可能かつ測定可能な活動」であ
り、来年度より「現地調査」が更に重要項目とされます。補助金の前提は6重点分野の根幹である貧困撲滅ですから、
我々ロータリアンの活動が終了しても、実施国側に収益があり自力で継続出来るだけの活動を求められます。
しかしながら、ロータリアンとしての本旨を叶えるべく設立されたこの補助金事業を通じ、我が吹田西ロータリーも、
諸先輩方の実績を更なるものとするべく邁進したいと考えております。
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＜補助金額＞
国際財団活動資金(WF)からGGに支給される下限額は、活
動の種類にかかわらず15,000 米ドルであるため、活動資
金の総額は最低 30,000ドルとなります。WFからは、DDF(
地区財団活動資金)に対しては 100%(1ドル:1ドル)、現金
寄付(クラブ拠出金)に対しては 50%(1ドル:0.5ドル)の割
合で資金が上乗せされます。

 ＊RID2660 補助金申請手続きハンドブック
　（2017年7月版）より



出席報告
●会　員　数 05   名　●出席会員数　39名
●来　　　客　3 名 ●本日の出席率 86.67%
● 3月5日の出席率（メーキャップ含む）100％

出席委員会　木田委員長

清水(大)会員

坂口ＳＡＡ

本日のニコニコ箱　

 

34,000円
累計のニコニコ箱    1,262,500円
累計のニコニコＢ　　　　25,500円

ゲスト紹介 親睦活動委員　山下会員

千里ＲＣ　　　　　　　　　　　　　小谷　澄信様
ケニア・ナイロビ・ランガタＲＣ　　　NICK　BORE様
米山奨学生　　　イザラ・ナディア・ミサコ・ザレハさん

幹事報告 西村幹事

・ 4月誕生祝をお渡しします。
・ 来週理事会が開催されます。
・ 4月7日（土）に2018-19年度の為の地区研修・協議会 
　が大阪国際会議場で12：30から開催されます。
・ ロータリーの友4月号をＢＯＸに入れています。

今年度の第35回全国ロータリクラブ野球大会の日程が
決まりましたのでお知らせいたします。昨年は出場を見
送りましたので、今年はエントリー致しました。詳細は日
時が迫りましたら、改めてお知らせいたします。皆様、是
非甲子園へ観戦にお越し下さい。
日時 ： 9月16日（日）　第一試合　9：00～10：15
相手 ： 大分県　大分中央ロータリークラブ
会場 ： 阪神甲子園球場

・ ニックボレ様に当クラブバナーの贈呈　
　商用で来日され、日本で始めてのメーキャップに吹田
　西ＲＣに来られました。

・ 米山奨学生イザラなみさんに奨学金の贈呈　
　論文を書き終えたら、就活に入るとの挨拶をされまし
　た。

社会奉仕委員会

野球同好会

橋本(芳)委員長

・ 4月4日(水)は特別にウォーキングでクリーンデーを開
　催します。今回は新学期に合せて、子供達の通学路
　周辺を綺麗にします。集合時刻は午前7時30分、東
　急REIホテル西側のいつもの所です。
・ 4月10日(火)は「春の交通安全運動・迷惑駐車排除合
　同パトロール」を催します。
　時間は午前9時30分～10時30分です。集合場所は
　江坂公園噴水前です。皆様のご参加・ご協力をお願
　いします。

現在、我々吹田西ロータリークラブは、姉妹クラブにス
リランカ国 コロンボセントラルRC、友好クラブとしてタ
イ国 ナコンパノムRCを持ち、昨今はこの2クラブとの共
同事業として人道的国際奉仕活動を行なっております。
今年度も地区補助金を利用したナコンパノム県の学校
へCWP(clean water project)を2つの小学校に実施致
しました。
過去には30周年事業としてMG= Matching Grants事
業(現在はGG=Global Grantsへ変更)としてCWPを実施
した経緯が有ります。
再来年にはクラブ設立40周年を迎えるにあたって、い
ま一度会員の皆さんにロータリー財団が実施している

「補助金」について再認識頂こうと考え、簡単なスライド
提示をさせて頂き、今後の国際奉仕活動にお役立て頂
こうと考えおります。
現在、ロータリー財団は2つの補助金制度を行なってい
ます。

1)地区補助金 DG=District Grants
地元や海外で行う小規模で短期（1年以内に終了）の活
動に活用する補助金
この補助金は地区が管理・配分しますので、クラブは地
区の申請要件に従わなければならない

 
 

ロータリー財団委員会 阿部委員長

本日、仁科会員・清水大吾会員・村井会員・紙谷会員よ
り、特別寄付をいただきました。ご協力ありがとうござい
ました。尚、4月のロータリーレートは1ドル＝104円に
成りました。3月は108円でした。

●荻田会長　マスターズ水泳短水路滋賀大会に出
場し、50ｍ自由形で金メダルをいただきました。
●尾家会員　今日、入社式を行い29名の新入社員
を迎えました。
●小林会員　25周年事業がやっと完了しました。
●郷上会員　いつもお世話かけます。
●青木会員　坂口先生、助けていただいてありがと
うございました。

ご結婚のお祝い　4月

お誕生日のお祝い　4月

 
昭和31年4月  1日　梶山会員ご夫妻
昭和42年4月  2日　郷上会員ご夫妻
昭和54年4月  3日　本田会員ご夫妻
平成  4年4月15日    清水(大)会員ご夫妻
昭和62年4月18日    橋本(徹)会員ご夫妻 
平成  1年4月23日    木田会員ご夫妻
　　　　　　　　　　　　　　以上6組

●榎原会員　結婚記念日のお花、ありがとうござい
ました！
●坂本会員　いよいよ16日春の移動家族例会です。
よろしくお願いします。
●瀧川会員　桜、咲きました。
●坂口会員　春になりました。

国際奉仕活動のためのグローバル補助金と地区補助金
                                                  　　　　　　　　　　　　　地区国際奉仕委員会　木下委員

＜基本補助金額 ＞
★人道奉仕 ★奨学金 ★職業研修 ○人道的国際奉仕
4項目ともに、プロジェクト総額40万円以上でクラブ負
担額 は地区補助金申請額と同額以上
★補助金20～60万円
○のみ、20～100万円
※寄付実績に基づいて減額される場合も、最低申請補
助金は20万円

2)グローバル補助金 GG=Global Grants 
以下に該当する大規模な活動（3万ドル以上）に活用す
る補助金です。
a ) 6 重点分野のいずれかに該当すること
b ) 活動が実施される国のクラブまたは地区と、それ以
外の国のクラブまたは地区がパートナーとなって提唱
する
c ) 実施地の人々が特定したニーズを満たす
d ) 実施地の人々が積極的に参加する
f ) ロータリーの活動が終了しても、実施地の人々が自
力で取り組んでいくことができる（成果が持続する）
g ) 測定可能な成果をもたらす

地区国際奉仕委員会　活動報告



出席報告
●会　員　数 05   名　●出席会員数　39名
●来　　　客　3 名 ●本日の出席率 86.67%
● 3月5日の出席率（メーキャップ含む）100％

出席委員会　木田委員長

清水(大)会員

坂口ＳＡＡ

本日のニコニコ箱　

 

34,000円
累計のニコニコ箱    1,262,500円
累計のニコニコＢ　　　　25,500円

ゲスト紹介 親睦活動委員　山下会員

千里ＲＣ　　　　　　　　　　　　　小谷　澄信様
ケニア・ナイロビ・ランガタＲＣ　　　NICK　BORE様
米山奨学生　　　イザラ・ナディア・ミサコ・ザレハさん

幹事報告 西村幹事

・ 4月誕生祝をお渡しします。
・ 来週理事会が開催されます。
・ 4月7日（土）に2018-19年度の為の地区研修・協議会 
　が大阪国際会議場で12：30から開催されます。
・ ロータリーの友4月号をＢＯＸに入れています。

今年度の第35回全国ロータリクラブ野球大会の日程が
決まりましたのでお知らせいたします。昨年は出場を見
送りましたので、今年はエントリー致しました。詳細は日
時が迫りましたら、改めてお知らせいたします。皆様、是
非甲子園へ観戦にお越し下さい。
日時 ： 9月16日（日）　第一試合　9：00～10：15
相手 ： 大分県　大分中央ロータリークラブ
会場 ： 阪神甲子園球場

・ ニックボレ様に当クラブバナーの贈呈　
　商用で来日され、日本で始めてのメーキャップに吹田
　西ＲＣに来られました。

・ 米山奨学生イザラなみさんに奨学金の贈呈　
　論文を書き終えたら、就活に入るとの挨拶をされまし
　た。

社会奉仕委員会

野球同好会

橋本(芳)委員長

・ 4月4日(水)は特別にウォーキングでクリーンデーを開
　催します。今回は新学期に合せて、子供達の通学路
　周辺を綺麗にします。集合時刻は午前7時30分、東
　急REIホテル西側のいつもの所です。
・ 4月10日(火)は「春の交通安全運動・迷惑駐車排除合
　同パトロール」を催します。
　時間は午前9時30分～10時30分です。集合場所は
　江坂公園噴水前です。皆様のご参加・ご協力をお願
　いします。

現在、我々吹田西ロータリークラブは、姉妹クラブにス
リランカ国 コロンボセントラルRC、友好クラブとしてタ
イ国 ナコンパノムRCを持ち、昨今はこの2クラブとの共
同事業として人道的国際奉仕活動を行なっております。
今年度も地区補助金を利用したナコンパノム県の学校
へCWP(clean water project)を2つの小学校に実施致
しました。
過去には30周年事業としてMG= Matching Grants事
業(現在はGG=Global Grantsへ変更)としてCWPを実施
した経緯が有ります。
再来年にはクラブ設立40周年を迎えるにあたって、い
ま一度会員の皆さんにロータリー財団が実施している

「補助金」について再認識頂こうと考え、簡単なスライド
提示をさせて頂き、今後の国際奉仕活動にお役立て頂
こうと考えおります。
現在、ロータリー財団は2つの補助金制度を行なってい
ます。

1)地区補助金 DG=District Grants
地元や海外で行う小規模で短期（1年以内に終了）の活
動に活用する補助金
この補助金は地区が管理・配分しますので、クラブは地
区の申請要件に従わなければならない

 
 

ロータリー財団委員会 阿部委員長

本日、仁科会員・清水大吾会員・村井会員・紙谷会員よ
り、特別寄付をいただきました。ご協力ありがとうござい
ました。尚、4月のロータリーレートは1ドル＝104円に
成りました。3月は108円でした。

●荻田会長　マスターズ水泳短水路滋賀大会に出
場し、50ｍ自由形で金メダルをいただきました。
●尾家会員　今日、入社式を行い29名の新入社員
を迎えました。
●小林会員　25周年事業がやっと完了しました。
●郷上会員　いつもお世話かけます。
●青木会員　坂口先生、助けていただいてありがと
うございました。

ご結婚のお祝い　4月

お誕生日のお祝い　4月

 
昭和31年4月  1日　梶山会員ご夫妻
昭和42年4月  2日　郷上会員ご夫妻
昭和54年4月  3日　本田会員ご夫妻
平成  4年4月15日    清水(大)会員ご夫妻
昭和62年4月18日    橋本(徹)会員ご夫妻 
平成  1年4月23日    木田会員ご夫妻
　　　　　　　　　　　　　　以上6組

●榎原会員　結婚記念日のお花、ありがとうござい
ました！
●坂本会員　いよいよ16日春の移動家族例会です。
よろしくお願いします。
●瀧川会員　桜、咲きました。
●坂口会員　春になりました。

国際奉仕活動のためのグローバル補助金と地区補助金
                                                  　　　　　　　　　　　　　地区国際奉仕委員会　木下委員

＜基本補助金額 ＞
★人道奉仕 ★奨学金 ★職業研修 ○人道的国際奉仕
4項目ともに、プロジェクト総額40万円以上でクラブ負
担額 は地区補助金申請額と同額以上
★補助金20～60万円
○のみ、20～100万円
※寄付実績に基づいて減額される場合も、最低申請補
助金は20万円

2)グローバル補助金 GG=Global Grants 
以下に該当する大規模な活動（3万ドル以上）に活用す
る補助金です。
a ) 6 重点分野のいずれかに該当すること
b ) 活動が実施される国のクラブまたは地区と、それ以
外の国のクラブまたは地区がパートナーとなって提唱
する
c ) 実施地の人々が特定したニーズを満たす
d ) 実施地の人々が積極的に参加する
f ) ロータリーの活動が終了しても、実施地の人々が自
力で取り組んでいくことができる（成果が持続する）
g ) 測定可能な成果をもたらす

地区国際奉仕委員会　活動報告



母子の健康月間

第1692回　例会予告  平成30年4月16日 

Weekly No. 1691 ／平成30年4月9日

第1691回例会　平成30年4月9日

荻田倫也 西村元秀 髙木久美子

荻田会長

春の移動例会
　　　　　　　　　　　　TAKARAZUKA

 

 

2017-2018

　あっという間に桜が咲いて散っていきます。散り
際のよさ、これが桜です。

　3 月 29 日は、メイシアターで吹田西 RC25 周年、
吹田江坂 RC15 周年の周年事業として 300 万円を吹
田市に寄贈し、その成果物である可動式パネルの贈
呈式が行われました。25 周年というと十数年前、
随分と古い話になるのですが、寄贈の使途がはっき
りとしていませんでした。このため、瀧川パスト会
長を始めとした方々が吹田市に働きかけてくださ
り、当日の寄贈式にいたりました。
　寄贈式には、当クラブからは、瀧川パスト会長、
小川パスト会長、25 周年の会長である小林パスト
会長、佐藤理事、木下理事、そして私が参加しました。
　本日は、お客様としてケニア、ナイロビテンサタ
ン RCからニック・ボレ様、千里 RCより小谷澄信様、
どうぞ例会をお楽しみください。そして米山奨学生、
ナミさん、後ほど奨学金をお渡しさせていただきま
す。
それでは、散り行く美しい桜をイメージして、上を
向いてください。
「ロータリーは楽しい、ロータリーは楽しい、ロー
タリーは楽しい。」ありがとうございました。
　

前回内容

　　

花

心に残る言葉、箴言、格言

花に嵐のたとえもあるぞ
さよならだけが人生だ

井伏鱒二

しんげん

卓話
   大阪のホテル事情について
　　　　　　　　　　　　　　　水谷会員

いぶせ ますじ

  

母子の健康月間

(実際には国際ロータリー公式為替レートで計算されますが、$1=¥100で換算すると)20万円の予算で430万円の事
業が出来ます。DDFは2660地区の年間予算として約100,000ドル準備されており、20,000ドル/1クラブの計算がさ
れています。先ずMy RotaryのWebサイトから申請された各クラブからのGGは、ガバナー及び地区財団委員長の承
認によりDDFの金額が決定され、その後WFからクラブ拠出額の50%とDDF拠出額の100%が拠出され補助金が決
定されます。
補助金を増額したい場合、提唱クラブを代表提唱クラブとし、共同提唱クラブを見つけて拠出金(約1/4)を出しても
らうことで、共同提唱の最大5,000ドルのDDFを受けることができます。上記の例で計算する

約100万円の増額が出来ることになります。
尚、共同提唱クラブは2クラブでも3クラブでも良いとのことですが、地区DDF予算が枯渇してしまうと実現出来ませ
んのであらかじめ地区財団委員会にお問い合わせ下さいとのことでした。

実際の申請にはかなり繊細な報告が必要で、現在重要事項とされているのは「継続可能かつ測定可能な活動」であ
り、来年度より「現地調査」が更に重要項目とされます。補助金の前提は6重点分野の根幹である貧困撲滅ですから、
我々ロータリアンの活動が終了しても、実施国側に収益があり自力で継続出来るだけの活動を求められます。
しかしながら、ロータリアンとしての本旨を叶えるべく設立されたこの補助金事業を通じ、我が吹田西ロータリーも、
諸先輩方の実績を更なるものとするべく邁進したいと考えております。

例1） 単位$

実施国

援助国

〇〇〇RC
〇〇〇地区
吹田西RC
2660地区

拠出金
0 
0 

2,000 

DDF
0 
0 
　

20,000 

WF
0 
0 

1,000 
20,000 

合計             43,000 

例2） 単位$

〇〇〇RC
〇〇〇地区
吹田西RC
2660地区
〇〇〇RC
2660地区

拠出金
0 
0 

2,000 
　

500 

DDF
0 
0 
　

20,000 
　

5,000 

WF
0 
0 

1,000 
20,000 

250 
5,000 

合計         53,750

共同提唱クラブあり

実施国

援助国

＜補助金額＞
国際財団活動資金(WF)からGGに支給される下限額は、活
動の種類にかかわらず15,000 米ドルであるため、活動資
金の総額は最低 30,000ドルとなります。WFからは、DDF(
地区財団活動資金)に対しては 100%(1ドル:1ドル)、現金
寄付(クラブ拠出金)に対しては 50%(1ドル:0.5ドル)の割
合で資金が上乗せされます。

 ＊RID2660 補助金申請手続きハンドブック
　（2017年7月版）より


